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S U M M A R Y
　急性脳主幹動脈閉塞症に対する
血栓回収療法は，確立した治療法
の 1 つとなった．血栓回収デバイ
スには，血栓を捕捉回収するステ
ント型デバイスと吸引回収する吸
引デバイスが存在する．閉塞した
血栓は，部位，硬さ，血栓の大き
さなどさまざまであるため，両者
のデバイスがどのような閉塞状況
で最適かは，いまだ不明である．
できる限り早期，有効な再開通を
得ることが本治療には不可欠であ
り，各デバイスの特性やテクニッ
クの知識も必要である．

Technique of thrombectomy：aspiration device

血栓回収療法
の実際

はじめに

　急性脳主幹動脈閉塞症における血
栓回収療法は，各ランダム化試験の
結果により1)-4)，その有効性が示さ
れ，脳卒中治療の新たな幕開けと
なった．AHA/ASAガイドライン
では，有効性を示す条件に「ステン
ト型デバイスの使用」が明記されて
いる５）．これは，各ランダム化試験
においてステント型デバイスが頻用
された結果と考えられる．
　一方，吸引型デバイスである
Penumbraシステム（Penumbra社， 
Alameda，CA，USA）は，カテー
テル先端部の口径が大きくなった
5MAX ACE や 吸 引 チ ュ ー ブ・
MAXポンプ（吸引ポンプ）の改良
により，血栓吸引力が飛躍的に向上

した．また，ADAPT（a direct as-
piration first pass technique）とい
われるテクニックを用いると，ステ
ント型デバイスと比較して血栓回収
率は同等以上であり，むしろ出血性
合併症が少ないという報告もあ
る６）．
　本稿では，吸引デバイスである
Penumbraシステムの基本構造と各
テクニックについて概説する．

Penumbraシステム
の基本構造

　Penumbraシステムは，閉塞して
いる部位にカテーテル先端を誘導さ
せて吸引チューブに連結し，MAX
ポンプにより血栓回収するデバイス
である．吸引カテーテルは，口径の
大きい順に5MAX ACE，4MAX，
3MAXと 3 段階に分かれており，
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